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教
科
書
の
重
量
化
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

近
年
、
学
習
内
容
の
増
加
に
伴
い
小
中
学
校
の
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
数
が
増
加
し
、
そ
の
質
量
も
増
加
し
て
い
る
。
業
界
最
大

手
の
東
京
書
籍
株
式
会
社
に
よ
る
と
、
約
四
十
年
前
に
使
わ
れ
て
い
た
小
学
三
年
生
の
国
語
、
算
数
、
理
科
、
社
会
の
同
社
教

科
書
の
重
さ
は
計
約
九
百
九
十
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
現
行
版
で
は
計
約
二
千
百
五
十
グ
ラ
ム
に
も
な
る
と
の
こ
と
で

あ
る
（
二
〇
一
八
年
五
月
二
十
八
日
付
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
）
。

以
上
を
前
提
に
以
下
質
問
す
る
。

一

大
正
大
学
の
白
土
健
教
授
に
よ
る
と
、
小
学
一
年
生
か
ら
三
年
生
の
児
童
二
十
人
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の
重
さ
を
量
っ
た
と
こ

ろ
、
最
高
で
九
�
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
最
も
軽
く
て
も
五
�
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
り
、
平
均
は
約
七
�
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
最
も
重
い
九
�
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
い
た
の
は
、
小
学
一
年
生
の
女
子
で
あ
っ

た
が
、
文
部
科
学
省
が
二
〇
一
六
年
に
公
表
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
こ
の
学
年
の
女
子
の
平
均
体
重
は
二
十
�
八
キ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
か
ら
、
体
重
の
約
半
分
の
重
さ
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
児
童
が
背
負
う
荷
物
の
重
さ
は
海
外
で
も
問

題
と
さ
れ
て
お
り
、
児
童
の
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
や
ラ
ン
ド
セ
ル
の
重
量
が
重
す
ぎ
る
と
背
部
痛
が
増
す
傾
向
に
あ
る
た
め
、
ア

メ
リ
カ
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
協
会
（A

m
erican

C
hiropractic

A
ssociation

）
は
「
体
重
の
十
％
以
下
」
を
推
奨
し

一



て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
体
重
の
五
十
％
に
迫
る
重
さ
を
背
負
う
の
は
、
異
常
な
状
況
と
思
わ
れ
る
（
二
〇
一
七

年
十
二
月
十
七
日
付
読
売
オ
ン
ラ
イ
ン
）
。

ま
た
、
腰
痛
に
悩
む
児
童
が
増
え
て
お
り
、
専
門
家
は
そ
の
原
因
と
し
て
教
科
書
の
重
量
化
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
荷
物
が
重
い
と
体
力
を
消
耗
し
や
す
く
、
ラ
ン
ド
セ
ル
に
収
ま
ら
な
い
荷
物
で
両
手
が
ふ
さ
が
る
状
態
と
な
れ
ば
通
学

時
の
事
故
の
危
険
性
も
高
ま
る
。

近
年
の
教
科
書
の
重
量
化
は
、
児
童
の
健
康
や
安
全
等
に
密
接
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
早
急
な
実
態
調
査
と
改
善
が
必

要
と
思
料
す
る
が
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

教
科
書
の
大
き
さ
や
ペ
ー
ジ
数
な
ど
は
、
か
つ
て
国
の
教
科
書
検
定
の
細
則
で
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、
同
細
則
は
一
九
八

九
年
に
廃
止
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
も
一
般
社
団
法
人
教
科
書
協
会
が
業
界
ル
ー
ル
の
「
目
安
」
を
設
け
て
い
た
が
、
公

正
取
引
委
員
会
か
ら
排
除
勧
告
（
平
成
十
一
年
（
勧
）
第
二
十
四
号
。
以
下
、
「
本
件
勧
告
」
と
い
う
）
が
な
さ
れ
た
後
、

二
〇
〇
二
年
発
行
の
教
科
書
か
ら
は
、
大
き
さ
、
ペ
ー
ジ
数
、
カ
ラ
ー
の
分
量
な
ど
が
完
全
に
自
由
に
な
り
、
「
よ
り
大
き

く
、
見
や
す
く
」
の
流
れ
が
一
気
に
加
速
し
、
紙
質
も
変
わ
っ
た
と
言
わ
れ
る
（
上
記
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
）
。

十
九
年
前
に
行
わ
れ
た
本
件
勧
告
の
是
非
に
つ
い
て
意
見
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
現
在
の
教
科
書
の
過
度
な
重
量
化
を

二



是
正
す
る
た
め
に
は
、
教
科
書
協
会
等
に
よ
り
教
科
書
の
大
き
さ
や
ペ
ー
ジ
数
に
つ
い
て
一
定
の
従
う
べ
き
基
準
が
定
め
ら

れ
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。
一
般
論
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
児
童
の
健
康
や
安
全
を
目
的
と
す
る
場
合
、
独
占
禁
止
法

第
八
条
第
四
号
に
い
う
「
構
成
事
業
者
・
・
・
の
機
能
又
は
活
動
を
『
不
当
に
』
制
限
す
る
こ
と
」
に
は
該
当
し
な
い
と
の

考
え
も
有
り
得
る
と
思
料
す
る
が
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

こ
の
よ
う
な
教
科
書
の
重
量
化
に
も
関
わ
ら
ず
、
学
校
に
教
科
書
を
置
い
て
帰
る
い
わ
ゆ
る
「
置
き
勉
」
を
禁
止
す
る
学

校
は
多
い
。
置
き
勉
に
つ
い
て
公
的
な
ル
ー
ル
は
な
く
、
文
部
科
学
省
は
「
教
材
を
持
ち
帰
る
か
ど
う
か
は
各
学
校
の
判

断
。
た
だ
、
体
の
小
さ
い
低
学
年
に
対
し
て
は
状
況
を
見
極
め
て
判
断
し
て
ほ
し
い
」
（
児
童
生
徒
課
）
と
し
て
い
る
（
二

〇
一
七
年
十
一
月
二
十
二
日
付
日
本
経
済
新
聞
）
。
こ
の
こ
と
に
関
し
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
「
教
科
書
の
学
校
保
管
を
進
め

て
ほ
し
い
」
と
い
う
投
稿
が
二
万
六
千
リ
ツ
イ
ー
ト
さ
れ
る
な
ど
話
題
に
な
っ
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。

長
年
の
慣
行
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
置
き
勉
禁
止
に
つ
い
て
、
各
学
校
に
お
け
る
自
主
的
な
対
応
で
は
限
界
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
置
き
勉
の
容
認
に
つ
い
て
、
政
府
が
統
一
的
な
指
針
を
策
定
し
、
あ
わ
せ
て
具
体
的
対
応
に
か
か
る
必
要
な
支

援
等
も
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
と
取
組
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


